
(57)【要約】

【課題】オートクレーブ処理を行っても、支軸がねじ込

まれたネジ孔からコネクタ内に蒸気が侵入する恐れが全

くなく、したがって、オートクレーブ処理が繰り返され

る環境であっても電子内視鏡が長寿命を得ることができ

、防水キャップを容易に小型化して取り扱い性や保管性

を向上させることができる電子内視鏡のコネクタ部を提

供すること。

【解決手段】ビデオプロセッサ５０に電気的に接続され

る接点群１１が接続筒１０内に配置されて、接続筒１０

の外周面に形成されたネジ孔１６にねじ込み固定された

支軸１７に、ビデオプロセッサ５０側に設けられた案内

溝５２と係合する円筒状の係合ローラ７が回転自在に軸

支された構成を有する電子内視鏡のコネクタ部において

、ネジ孔１６が接続筒１０の外面と内面との間を貫通し

ない状態に形成されると共に、支軸１７に、軸線方向に

貫通する通気孔１８が形成されている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 接 点 群 が 接 続 筒 内 に 配 置 さ れ て 、 上 記 接 続 筒 の
外 周 面 に 形 成 さ れ た ネ ジ 孔 に ね じ 込 み 固 定 さ れ た 支 軸 に 、 上 記 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ 側 に 設 け
ら れ た 案 内 溝 と 係 合 す る 円 筒 状 の 係 合 ロ ー ラ が 回 転 自 在 に 軸 支 さ れ た 構 成 を 有 す る 電 子 内
視 鏡 の コ ネ ク タ 部 に お い て 、
　 上 記 ネ ジ 孔 が 上 記 接 続 筒 の 外 面 と 内 面 と の 間 を 貫 通 し な い 状 態 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 上
記 支 軸 に 、 軸 線 方 向 に 貫 通 す る 通 気 孔 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 の コ
ネ ク タ 部 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 ネ ジ 孔 に 接 着 剤 が 塗 布 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 ネ ジ 孔 内 に 位 置 す る 上 記 支 軸 の 端 部 と 上 記 ネ ジ 孔 の 底 部 と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ て
い て 、 そ の 空 間 に 対 し て 上 記 通 気 孔 の 端 部 が 開 口 し て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 電 子 内 視
鏡 の コ ネ ク タ 部 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 接 点 群 を 外 部 か ら シ ー ル す る た め の 防 水 キ ャ ッ プ が 上 記 接 続 筒 の 開 口 部 に 取 り 付 け
ら れ た 状 態 の 時 に 、 上 記 支 軸 に 軸 支 さ れ た 上 記 係 合 ロ ー ラ 部 分 が 上 記 防 水 キ ャ ッ プ に よ っ
て 覆 わ れ な い 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部 に 設 け ら れ た 信 号 コ ネ ク タ に は 一 般 に 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に
、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 接 点 群 ９ １ が 接 続 筒 ９ ２ 内 に 配 置 さ れ て 、 接 続
筒 ９ ２ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た ネ ジ 孔 ９ ３ に 基 部 が ね じ 込 み 固 定 さ れ た 支 軸 ９ ４ に 、 ビ デ オ
プ ロ セ ッ サ 側 に 設 け ら れ た 案 内 溝 と 係 脱 自 在 に 係 合 す る 円 筒 状 の 係 合 ロ ー ラ ９ ５ が 回 転 自
在 に 軸 支 さ れ た 構 成 を 有 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の よ う な 従 来 の 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部 の ネ ジ 孔 ９ ３ は 接 続 筒 ９ ２ を 貫 通 し た 状 態 に
形 成 さ れ て い て 、 そ こ に ね じ 込 ま れ た 支 軸 ９ ４ の 基 部 の 緩 み 止 め と シ ー ル の た め に 接 着 剤
が 塗 布 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ５ ８ ５ ４ ８
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 近 年 、 内 視 鏡 を 介 す る 感 染 防 止 の 完 全 を 期 す た め 、 内 視 鏡 検 査 が 終 了 す る 毎 に 内 視 鏡 に
対 し て 高 温 高 圧 蒸 気 滅 菌 （ オ ー ト ク レ ー ブ ） に よ る 滅 菌 処 理 が 行 わ れ る こ と が 多 く な っ て
き て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 オ ー ト ク レ ー ブ 処 理 が 繰 り 返 し 行 わ れ る と 、 ネ ジ 孔 ９ ３ に 塗 布 さ れ て い る 接 着
剤 が 高 温 高 圧 蒸 気 に よ っ て 劣 化 し 、 そ の 部 分 に 発 生 す る 亀 裂 等 か ら 電 子 内 視 鏡 内 に 蒸 気 が
侵 入 し て 重 要 な 内 蔵 部 材 が 破 損 す る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ の た め 従 来 は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 オ ー ト ク レ ー ブ 処 理 を 行 う 際 に 接 点 群 ９ １ を
外 部 か ら シ ー ル す る た め に 接 続 筒 ９ ２ の 開 口 部 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ る 防 水 キ ャ ッ プ
９ ６ が 、 係 合 ロ ー ラ ９ ５ 部 分 ま で を 水 密 に 囲 む よ う に 大 き く （ そ の た め に 、 重 く ） 形 成 さ
れ て い た 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の 結 果 、 防 水 キ ャ ッ プ ９ ６ は 着 脱 操 作 が や り 難 く て 落 下 さ せ る と 破 損 し や す い 等 、 取
り 扱 い 性 や 保 管 性 等 が 非 常 に 悪 か っ た 。 ９ ７ は 、 防 水 キ ャ ッ プ ９ ６ に 設 け ら れ た シ ー ル 用
の Ｏ リ ン グ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 オ ー ト ク レ ー ブ 処 理 を 行 っ て も 、 支 軸 が ね じ 込 ま れ た ネ ジ 孔 か ら コ ネ
ク タ 内 に 蒸 気 が 侵 入 す る 恐 れ が 全 く な く 、 し た が っ て 、 オ ー ト ク レ ー ブ 処 理 が 繰 り 返 さ れ
る 環 境 で あ っ て も 電 子 内 視 鏡 が 長 寿 命 を 得 る こ と が で き 、 防 水 キ ャ ッ プ を 容 易 に 小 型 化 し
て 取 り 扱 い 性 や 保 管 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部 は 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ に
電 気 的 に 接 続 さ れ る 接 点 群 が 接 続 筒 内 に 配 置 さ れ て 、 接 続 筒 の 外 周 面 に 形 成 さ れ た ネ ジ 孔
に ね じ 込 み 固 定 さ れ た 支 軸 に 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ 側 に 設 け ら れ た 案 内 溝 と 係 合 す る 円 筒 状
の 係 合 ロ ー ラ が 回 転 自 在 に 軸 支 さ れ た 構 成 を 有 す る 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部 に お い て 、 ネ
ジ 孔 が 接 続 筒 の 外 面 と 内 面 と の 間 を 貫 通 し な い 状 態 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 支 軸 に 、 軸 線 方
向 に 貫 通 す る 通 気 孔 が 形 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 ネ ジ 孔 に 接 着 剤 が 塗 布 さ れ て い て も よ く 、 ネ ジ 孔 内 に 位 置 す る 支 軸 の 端 部 と ネ ジ
孔 の 底 部 と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ て い て 、 そ の 空 間 に 対 し て 通 気 孔 の 端 部 が 開 口 し て い て
も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 接 点 群 を 外 部 か ら シ ー ル す る た め の 防 水 キ ャ ッ プ が 接 続 筒 の 開 口 部 に 取 り 付 け ら
れ た 状 態 の 時 に 、 支 軸 に 軸 支 さ れ た 係 合 ロ ー ラ 部 分 が 防 水 キ ャ ッ プ に よ っ て 覆 わ れ な い よ
う に し て 、 防 水 キ ャ ッ プ を 小 型 化 す る こ と も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 円 筒 状 の 係 合 ロ ー ラ を 回 転 自 在 に 軸 支 す る 支 軸 を ね じ 込 み 固 定 す る た
め に 接 続 筒 の 外 周 面 に 形 成 さ れ た ネ ジ 孔 が 、 接 続 筒 の 外 面 と 内 面 と の 間 を 貫 通 し な い 状 態
に 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 オ ー ト ク レ ー ブ 処 理 を 行 っ て も 、 支 軸 が ね じ 込 ま れ た ネ ジ
孔 か ら コ ネ ク タ 内 に 蒸 気 が 侵 入 す る 恐 れ が 全 く な く 、 し た が っ て オ ー ト ク レ ー ブ 処 理 が 繰
り 返 さ れ る 環 境 で あ っ て も 電 子 内 視 鏡 が 長 寿 命 を 得 る こ と が で き て 、 防 水 キ ャ ッ プ は 係 合
ロ ー ラ を シ ー ル す る 必 要 が な い の で 小 型 化 し て 取 り 扱 い 性 や 保 管 性 を 向 上 さ せ る こ と が で
き 、 支 軸 に 、 軸 線 方 向 に 貫 通 す る 通 気 孔 が 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 ネ ジ 孔 に 塗 布 さ れ
た 接 着 剤 が 加 熱 硬 化 さ れ る 際 に 膨 張 す る 空 気 が 通 気 孔 を 通 っ て 外 部 に 排 気 さ れ る の で 、 係
合 ロ ー ラ の 回 転 部 に 接 着 剤 が 侵 入 せ ず 、 係 合 ロ ー ラ が ビ デ オ プ ロ セ ッ サ の 案 内 溝 に 係 脱 す
る 際 に 良 好 に 回 転 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 接 点 群 が 接 続 筒 内 に 配 置 さ れ て 、 接 続 筒 の 外 周
面 に 形 成 さ れ た ネ ジ 孔 に ね じ 込 み 固 定 さ れ た 支 軸 に 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ 側 に 設 け ら れ た 案
内 溝 と 係 合 す る 円 筒 状 の 係 合 ロ ー ラ が 回 転 自 在 に 軸 支 さ れ た 構 成 を 有 す る 電 子 内 視 鏡 の コ
ネ ク タ 部 に お い て 、 ネ ジ 孔 が 接 続 筒 の 外 面 と 内 面 と の 間 を 貫 通 し な い 状 態 に 形 成 さ れ る と
共 に 、 支 軸 に 、 軸 線 方 向 に 貫 通 す る 通 気 孔 が 形 成 さ れ て い る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ２ は 、 挿 入 部 １ の 先 端 に 固 体 撮 像 素 子 を 内 蔵 す る 電 子 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 し て お り
、 挿 入 部 １ の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 ２ か ら 後 方 に 延 出 す る 接 続 可 撓 管 ３ の 先 端 に は 、 ビ

10

20

30

40

50

(3) JP 2008-5859 A 2008.1.17



デ オ プ ロ セ ッ サ ５ ０ に 対 し て 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 部 ４ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ５ は 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ５ ０ に 内 蔵 さ れ て い る 光 源 ラ ン プ か ら 放 射 さ れ る 照 明 光 を 受 け
る た め の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ 、 ６ は 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ５ ０ に 内 蔵 さ れ て い る 信 号 処 理
回 路 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 信 号 コ ネ ク タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 信 号 コ ネ ク タ ６ を 着 脱 自 在 に 受 け る こ と が で き る よ う に ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ５ ０ に 設 け ら
れ た 信 号 コ ネ ク タ 受 け ５ １ に は 、 信 号 コ ネ ク タ ６ の 外 周 部 に 突 出 し て 配 置 さ れ た 係 合 ロ ー
ラ ７ が 係 脱 自 在 に 係 合 す る 案 内 溝 ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 信 号 コ ネ ク タ ６ の 部 分 を 示 し て お り 、 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ ５ ０ 側 に 対 し て 電 気 的 に
接 続 さ れ る 接 点 群 １ １ が 、 コ ネ ク タ 部 ４ の 前 面 側 に 固 定 的 に 突 出 し て 設 け ら れ た 接 続 筒 １
０ の 先 端 近 傍 内 に 配 置 さ れ て い る 。 １ ２ は 、 接 点 群 １ １ の 基 部 が 取 り 付 け ら れ た 接 点 座 １
３ を 接 続 筒 １ ０ の 内 側 部 分 に 押 圧 固 定 す る 固 定 ナ ッ ト 、 １ ４ は 、 接 点 群 １ １ に 接 続 さ れ た
導 線 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 接 続 筒 １ ０ の 外 周 面 に は 軸 線 に 対 し て 垂 直 方 向 に ネ ジ 孔 １ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ネ
ジ 孔 １ ６ は 、 接 続 筒 １ ０ の 外 面 と 内 面 と の 間 を 貫 通 し な い 状 態 に 外 面 側 か ら 形 成 さ れ て い
る 。 な お 、 ネ ジ 孔 １ ６ は 接 続 筒 １ ０ の 周 方 向 に １ ８ ０ ° 間 隔 を あ け て ２ ヵ 所 に 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 係 合 ロ ー ラ ７ を 回 転 自 在 に 軸 支 す る た め の 支 軸 １ ７ の 基 部
に 形 成 さ れ た 雄 ネ ジ 部 が 、 各 ネ ジ 孔 １ ６ に き つ く ね じ 込 み 固 定 さ れ て 、 そ の 螺 合 部 に は 緩
み 止 め の た め の 接 着 剤 が 塗 布 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 支 軸 １ ７ の 軸 線 位 置 に は 、 支 軸 １ ７ を 軸 線 方 向 に 貫 通 す る 通 気 孔 １ ８ が 形 成 さ れ て い る
。 ネ ジ 孔 １ ６ 内 に 位 置 す る 支 軸 １ ７ の 端 部 と ネ ジ 孔 １ ６ の 底 部 と の 間 に は 空 間 が 形 成 さ れ
て い て 、 そ の 空 間 に 対 し て 通 気 孔 １ ８ の 端 部 が 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部 ４ に お い て は 、 ネ ジ 孔 １ ６ が 接
続 筒 １ ０ の 外 面 と 内 面 と の 間 を 貫 通 し て い な い の で 、 オ ー ト ク レ ー ブ 処 理 の 際 に ネ ジ 孔 １
６ 部 分 か ら コ ネ ク タ 部 ４ 内 に 高 温 高 圧 蒸 気 が 侵 入 す る 可 能 性 が 皆 無 に な り 、 し た が っ て 、
オ ー ト ク レ ー ブ 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 環 境 で あ っ て も 電 子 内 視 鏡 を 構 成 す る 内 蔵 部 材 が 劣 化
せ ず 長 寿 命 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 支 軸 １ ７ を 軸 線 方 向 に 貫 通 す る 通 気 孔 １ ８ が 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 製 造
工 程 に お い て 、 ネ ジ 孔 １ ６ 部 分 に 塗 布 さ れ た 接 着 剤 が 加 熱 さ れ て 硬 化 す る ま で の 間 に ネ ジ
孔 １ ６ の 底 部 空 間 中 の 空 気 が 熱 膨 張 し て も 、 そ の 空 気 は 通 気 孔 １ ８ を 通 っ て 外 部 に 放 出 さ
れ る の で 、 係 合 ロ ー ラ ７ の 回 転 部 側 に 接 着 剤 が 侵 入 せ ず 、 係 合 ロ ー ラ ７ が ビ デ オ プ ロ セ ッ
サ ５ ０ の 案 内 溝 ５ ２ に 係 脱 す る 際 に 良 好 に 回 転 し て 軽 く 係 脱 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ は 、 オ ー ト ク レ ー ブ 処 理 の 際 等 に 接 点 群 １ １ を 外 部 か ら シ ー ル す る た め の 防 水 キ ャ
ッ プ ２ ０ が 、 接 続 筒 １ ０ の 開 口 部 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示 し て い る 。 ２ １ は
シ ー ル 用 の Ｏ リ ン グ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 状 態 の 時 、 ネ ジ 孔 １ ６ が 接 続 筒 １ ０ の 外 面 と 内 面 と の 間 を 貫 通 し て い な い こ と に よ
り 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 防 水 キ ャ ッ プ ２ ０ が 支 軸 １ ７ に 軸 支 さ れ た 係 合 ロ ー ラ ７ 部 分 を
覆 う 必 要 が な く 、 防 水 キ ャ ッ プ ２ ０ は 接 続 筒 １ ０ の 突 端 開 口 部 だ け を シ ー ル す れ ば よ い 。
し た が っ て 、 防 水 キ ャ ッ プ ２ ０ を 小 型 に 構 成 し て 取 り 扱 い 性 や 保 管 性 を 大 幅 に 向 上 さ せ る
こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部 の 信 号 コ ネ ク タ 部 分 の 側 面 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 信 号 コ ネ ク タ に 防 水 キ ャ ッ プ が 取 り 付 け ら れ た 状 態 の 側 面 断 面
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 電 子 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 部 の 信 号 コ ネ ク タ 部 分 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 信 号 コ ネ ク タ に 防 水 キ ャ ッ プ が 取 り 付 け ら れ た 状 態 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ４ 　 コ ネ ク タ 部
　 ６ 　 信 号 コ ネ ク タ
　 ７ 　 係 合 ロ ー ラ
　 １ ０ 　 接 続 筒
　 １ １ 　 接 点 群
　 １ ６ 　 ネ ジ 孔
　 １ ７ 　 支 軸
　 １ ８ 　 通 気 孔
　 ２ ０ 　 防 水 キ ャ ッ プ
　 ５ ０ 　 ビ デ オ プ ロ セ ッ サ
　 ５ ２ 　 案 内 溝
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